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（１） 目的：筑波大学は 1973 年に筑波研究学園都市に

移転してきた比較的新しい大学である。大学の移

転に伴う学生人口の増加は、大学の周辺のアパー

ト建設を生み出した。アパートの建設は時代ととも

に場所を変え、建物の特徴、仲介不動産会社も時

代や場所によって異なる。今回の分析ではこれら

の差異について調べる。 

（２） 対象地域・方法：大学周辺の地区から開発された

年代が異なると思われる天久保３丁目、天久保２丁

目、春日４丁目、桜１・２丁目を事例地区として取り

上げる。次にPDA を用いた現地調査により、建物

のポリゴンに属性を入力した。 

（３） 使用したデータ：ベースマップには統計GIS プラザ

のデータと、（株）ZENRINのZ-mapの道路を利用し

た。 建物のポリゴンには同様にZ-map のデータを

用いた。 

     

第１図 大学周辺のアパートと階数 

 

（４） 使用したソフトウェア：現地調査および図化には、

ESRI 社の ArcPad7.1 と ArcMap9.2 を使用した。 

（５） 結果：各地区のアパートの分布とその階数は第１図

に示した。アパートの密度が最も高い地区は春日３

丁目であり、高層のアパートが多い地区は天久保３

丁目および２丁目であることが分かる。第１表は、各

地区の学生向けアパートのデータを平均したもの

である。一棟当たりの平均室数は桜１・２丁目で少

なく、反対に一室あたりの駐車場数は高くなってい

る。これらは桜地区が学生の自動車所有率が高く

なる 1990 年以降に開発された地区であるためと考

えられる。第２表は仲介不動産会社のうち、事例地

区内の管轄棟数上位３社の地区別管理棟数である。

A社、C社は天久保３丁目に店舗を有し、B社は桜

２丁目に店舗を有している。A社、C社は天久保地

区や春日地区を仲介しているが、桜地区は仲介し

ていない。以上より、新しく開発された桜地区は、建

物の特徴や、仲介不動産会社の両方で、他地域と

は違った特徴を有していることが分かる。 

第１表 各地区の学生向けアパート 

 

第２表 仲介不動産会社上位３社の地区別管轄棟数

  天久保３ 天久保２ 春日４ 桜１・２ 計 

A 社 17 5 18   40 

B 社 5 3 3 18 29 

C社 14 4 7   25 

  天久保３ 天久保２ 春日４ 桜１・２ 

平均階数 2.63  2.70  2.37  2.35  

一棟あたり平均室数 17.33  16.39  15.11  11.68  

一室当たり駐車場数 0.62  0.55  0.67  0.90  

一棟当たり面積（m2） 200.53  189.45  196.80  179.72  


